
様式（第８条関係） 

審 議 結 果 

次の審議会等を下記のとおり開催した。 

審議会等の名称 平成 30 年度益田市学校給食共同調理場運営委員会 

開催日時 平成 31 年 3 月 11 日(月)15 時から 16 時 10 分まで 

開催場所 高津学校給食センター 会議室 

出席者 

武内白委員長、片野陽子副委員長、木原栄彦委員、角森丈

俊委員、吉田仁美委員、椋木浩司委員、和田純代委員、伊

藤彰委員、塩満恭子委員、石橋睦男委員  

議題 議案については、審議経過のとおり 

公開・非公開の別 公開 

非公開の理由  

傍聴人の数 0 名 

審議経過 益田市学校給食共同調理場事業について審議を行った。 

１ 平成２９年度事業報告（承認）  

①  栄養教諭活動報告 食の指導 105 回（前年 112 回） 

② 地産地消率 58.9％（前年 57.61％） 

 問）地産地消率増の理由は。 

 答）主にはキノコ類の使用、加工品の冷蔵玉ねぎ、たけのこ水

煮使用のため 

   ③  異物混入 87 件（前年 57 件） 

 問）増加理由は。  

 答）虫類の増、ただし事前発見で学校発見は減  

２ 平成３０年度事業報告（承認） 

①  栄養教諭活動報告 食の指導 81 回 

問）対前年減少理由は。  

答）栄養教諭の産休代替が採用できないことから、指導活動の  

減となったため。  

②  地産地消報告 2 月末 57.61％ 前年並み  

問）今年度の傾向は。  

答）今年度は猛暑となり、品質悪化を招いており、県外産で代

用することがあった。  

 ③異物混入報告 高津 2 月末 92 件（前年 87 件） 

 問）異物の種類は毛髪、虫類が多い理由は。 

答）件数が前年より増えたのは、危機管理マニュアルにより全 

て報告を求めることとしたため。 

 問）金属混入に対策は。 

 答）金属探知機の購入、職員研修の実施 

３ 平成 31 年度事業計画（承認） 

 問）益田市・鹿足郡の統一献立の内容について 

 答）栄養教諭の情報共有・連携による対応 



４ 平成 29 年 11 月改定の危機管理マニュアル報告 

 問）改定内容について 

 答）食物アレルギー対策、連絡体制他 

 問）周知徹底について 

 答）各学校給食担当等に説明・協議してきた。 

５ 益田市学校給食共同調理場設置及び管理に関する条例施行規

則の改正  

６ 益田市立小、中学校給食に関する規則の改正  

問合せ先 教育部教育総務課 電話 31－0441 

 

 

 


